


地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）
自己点検評価報告書（中間評価用）
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参考：地域中核・特色ある研究大学の連携による産学官連携・共同研究の施設整備事業（令和４年度文部科学省事業）について
	採択状況
	
	施設の本格稼働時期
	

	施設の名称
	

	施設の概要
	


共通事項：
※令和８(2026)年６月30日現在の内容で作成すること
※各項目について、必要に応じて図表を用いて記述すること。なお、図表も含め、原則として指定のページ数以内で記述すること。
※採択時の事業推進委員会のコメントへの対応状況も含めて記述すること。
※「10年後の大学ビジョンにおいて強化を図る機能」は申請時に選択したものに丸（〇）を記載すること。
　機能①：強みを持つ特定の学術領域の卓越性を発展させる機能
　機能②：地球規模の課題解決や社会変革に繋がるイノベーションを創出する機能
　機能③：地域産業の生産性向上や雇用創出を牽引し、地方自治体、産業界、金融業界等との協働を通じ、研究力を活かして地域課題解決をリードする機能
[bookmark: _Hlk206756832]※「地域中核・特色ある研究大学の連携による産学官連携・共同研究の施設整備事業」（令和４年度文部科学省事業）に採択されている場合は丸（〇）を記載し、施設の本格稼働時期（必要な設備・機器の設置、オペレーション・企業の入居体制の確立などが完了し、研究者や外部利用者が研究活動やサービス利用を開始できる状態となる時期）、施設の名称、施設の概要を簡潔に記載すること。

１．ビジョン実現に向けた取組状況について（10ページ以内）
1）全体進捗状況
※申請調書様式３「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業」研究力の向上戦略に記載した取組内容について、申請調書での記載順に進捗状況を記載すること。


2）研究力向上計画の進捗状況
※申請調書様式４－１（及び様式４－２）「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業」研究力向上計画に記載した取組内容について、申請調書での記載順に進捗状況を記載すること。



3）資金計画の進捗状況



２．全学への波及・ガバナンス体制について（２ページ以内）


３．研究者及び研究支援人材の育成・採用・獲得について（２ページ以内）


４．他機関との連携について（２ページ以内）


５．今後２年間及びビジョン実現までの７年間の将来構想について（２ページ以内）


６．その他、特筆すべき事項（1ページ以内）
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